



































においても同様に対応例を示した。（東董送韻は ʊŋ、屋韻は ʊk、冬宋韻は ʊŋ、沃韻は ʊk 等）。特に梗
摂に注目すると、梗摂二等では文語音は ɐŋ に、白話音は aŋ に対応し、梗摂三四等では文語音は ɪŋ、






































おいても共に s2in と sin と記述され、音韻的な区別がないことから章組と精組は合流したことが分かっ
た。4.2.3では効摂三等声母の変遷について述べ、1940年頃には知組、章組、精粗が合流したことを指摘
した。4.2.4では咸摂声母の変遷について整理した。記述されたものが少ないのが欠点だが、少なくとも
1856年までは声母において、知組と章組の ch、精組 ts の２種類に分かれており、1940年には知組と章
組と精組が合流したことが分かった。4.2.5では止摂韻母の変遷について述べた。皮、地、幾の韻母は、
1856年～1907年の約50年の間に i から ei への二重母音化が進んだことを指摘した。また瓊斯（1912）を
見ると皮は p‛ei のみの記述であるが、地、幾は① te ② tei、① ke ② kei の二種類ずつ記述されている
ことから、二重母音化は定母、見母よりも並母の方が早いと推測した。さらに、資私思似自師事につい




音となり、高母音が二重母音化する体系的変化である。大母音推移は① drag chain（拉鏈式）、② push 
chain（推鏈式）、③ drag chain（拉鏈式）と push chain（推鏈式）の混合型の３種類ある。4.2.5.3では
大母音推移と止摂の韻母を関連付けて、検証を行うこととした。止摂の皮（並母）、地（定母）と幾（見
母）は1907年～1912年には二重母音化が完了している。また資私思似自（精組）と師事（荘組）は1940
年には i（知組と章組）に合流している。これは止摂の皮（並母）、地（定母）と幾（見母）が i から ei
に変化したことによって、i という音の隙間ができ、そこに資私思似自（精組）と師事（荘組）が隙間
を埋めたものであることを指摘し、drag chain によるものと結論付けた。4.2.6乜の変遷では、1907年か
ら1915年の乜にはmit もしくはmi という韻母があったことを指摘した。
　以上の通り、本論文は単音節語というテーマの下、広東語を整理したものである。
